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改訂：2019年 5月 21日,

Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリにつ
いて

Cisco Webexミーティング仮想デスクトップアプリは、シンクライアントを使用している仮想デスクトップ環境の音声
とビデオを最適化します。Windows、Linux、Unicon elux、HP ThinProをサポートしているバージョンのCiscoWebexで
は、ホストはミーティングに接続し、ホストされた仮想デスクトップ (HVD)からロビーを管理することができ、ホス
トと出席者双方の優れたエクスペリエンスを保証することができます。ソフトウェアは、HVDを通さずに、すべての
オーディオおよびビデオストリームをシンクライアントおよび会議サーバ間で直接ルーティングします。

ホストは、サイトが Cisco Webex Control Hubで管理されている場合、またはサイトがWebexサイト管理で管理
され、コントロールハブにリンクされている場合に、Webex Meeting仮想デスクトップアプリからミーティング
を開始できます。詳細については、「Cisco Webexサイトを制御ハブにリンクする」を参照してください。

（注）

これらのドキュメントでは、次のトピックについて情報を提供しています。

Cisco Webexミーティング仮想デスクトップアプリのアーキテク
チャ

Webexミーティング仮想デスクトップアプリは、ビデオデバイスに類似するアーキテクチャコンポーネントを提供し
ます。
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要 件

Webexミーティング仮想デスクトップアプリバージョンWBS39.3を展開する前に、次の要件を満たしていることを確
認してください。

• Webexミーティング仮想デスクトップアプリでユーザを認証します

•ユーザは、Webex Control Hubで管理されている、またはWebex Control Hubによってリンクされているアカウント
をWebexサイトに持っている必要があります

• Cisco Unified Communications Manager (CUCM)および Cisco Expresswayは、最小バージョン要件を満たしています

• CUCMバージョン

• 10.5 (2)以降 (最小)

• 11.5 (1) SU3以降 (推奨)

• Cisco Expressway Cおよび Eバージョン X8.10.1以降

次の表に、以下の要件を示します。

• Windows、Windows Server、およびWindows Embedded

• Ubuntu

•ユニコン eLux

• HP ThinPro

表 1 : Windows、Windows Server、およびWindows Embedded

要件コンポーネント

•インストールされている RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 128 MB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUモバイル AMD Sempronプロセッサ 3600 +、2 GHz Intel Core 2
CPU、または T7400 2.16 GHz

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

MicrosoftWindowsベースのシンクライアン
トハードウェア
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要件コンポーネント

• Microsoft Windows 7

• Microsoft Windows 8

• Microsoft Windows 8.1

• Microsoft Windows 10

MicrosoftWindowsベースのシンクライアン
ト OS

•インストールされている RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 128 MB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUパフォーマンスは、最大ビデオ解像度に影響します。Windows
Embedded Standardシンクライアントでは、予測される解像度は CPU
によって異なります。

•最大 720p、クアドコア AMD GX-420ca SOC 2 GHzまたはそれに
相当する

•最大 240p、デュアルコアAMDG-T56N 1.65 GHzまたはそれに相
当する

•デュアルコア VIA Eden X2 U4200 1 GHzまたは同様の CPUによ
るオーディオのみのサポート

これらのハードウェア仕様は、予測される解像度のガイド

ラインにすぎません。その他の要因はビデオ解像度に影響

することがあります。

（注）

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

WebexMeetings Virtual Desktop App for WindowsはMicrosoft .NET
Frameworkまたは Javaモジュールを必要としません。

（注）

Windows Embedded Standardベースのシン
クライアントハードウェア

• Microsoft Windows 7

• Microsoft Windows 8

• Microsoft Windows 8.1

• Microsoft Windows 10

Hosted virtual desktop OS（サーバー側）

• Windows Embedded Standard 7

• Windows Embedded Standard 8

• Windows 10 IoT Enterprise

Windows Embedded Standardベースのシン
クライアント OS
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要件コンポーネント

• Citrix XenDesktop 7.15およびそれ以降の 7 .xバージョン

• VMwareホライズン 7.0およびそれ以降 7. xバージョン

電話機の接続に関する問題を回避するには、次の手順を実行し

ます。

（注）

• 64ビットのWindowsを使用するシンクライアントでは、32
ビットコアリモートエクスペリエンスを選択します。

• 64ビットマシンの VMwareホライズンインストレーション
上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリをイン
ストールします。

ホストされた仮想デスクトップの接続ブ

ローカー

• Microsoft Windows 2012 R2

• Microsoft Windows 2016

Windows Server

• Microsoft WES 7

• Microsoft WES 8

• Microsoft Windows IoT

Windows Embedded

•推奨される CUCM Release 11.5 (1) SU3以降

•最小 CUCMリリース 10.5 (2)

Cisco Unified Communications Manager

サポートされる音声およびビデオアクセサリのリストについては、

「Unified Communications Endpoint and Client Accessories」を参照してくだ
さい。

• Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリミーティングを開始
または終了するためのアクセサリの使用、またはミーティングのミュー

トとミュート解除はサポートされていません。

•ホストが [ミーティングの終了]ボタンを使用してミーティングを終
了した場合、ミーティングは新しいホストを割り当てずに、直接終了

します

アクセサリ
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表 2 : Ubuntu

要件コンポーネント

Ubuntu 14.04 32ビットの LTSでは、次のハードウェアがサポートされて
います。

•インストールされている RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 256 MB

•空きディスク容量 256 MB

• CPU: AMD G-T56N 1.65 GHz、または Intel Core 2 Duo T7500 2.2 GHz

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Ubuntu thinクライアント:ハードウェア

• Ubuntu 14.04 32-bit LTSUbuntu:ハードウェア

• Microsoft Windows 7

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windowsサーバ 2016

Hosted virtual desktop OS（サーバー側）

• Citrix XenDesktop 7.15およびそれ以降の 7 .xバージョン

• VMwareホライズン 7.5およびそれ以降 7. xバージョン

ホストされた仮想デスクトップの接続ブ

ローカー

• 13.8.0以降 (32-ビットバージョンが必要)

• VMware 4.4.0以降 (32ビットバージョンが必要)

Citrix受信機または VMwareホライズンク
ライアント 2 1(シンクライアントにインス
トールされています)

•推奨される CUCM Release 11.5 (1) SU3以降

•最小 CUCMリリース 10.5 (2)

Cisco Unified Communications Manager

サポートされる音声およびビデオアクセサリのリストについては、

「Unified Communications Endpoint and Client Accessories」を参照してくだ
さい。

• Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリミーティングを開始
または終了するためのアクセサリの使用、またはミーティングのミュー

トとミュート解除はサポートされていません。

•ホストが [ミーティングの終了]ボタンを使用してミーティングを終
了した場合、ミーティングは新しいホストを割り当てずに、直接終了

します。

アクセサリ

6

http://www.cisco.com/c/en/us/products/unified-communications/uc_endpoints_accessories.html


1 Citrix受信機またはVMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカー向けのユーザインターフェイス
が用意されています。

(PCoIPおよび Blaster)

表 3 :ユニコン eLux

要件コンポーネント

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

• 1.6 GHzデュアルコアプロセッサ

• 2 GB RAM

次のクライアントハードウェアは、elux RP 5.7.0でテストされます。

• HP T520

• HP T620デュアルコア/クアドコア

• HP T630デュアルコア/クアドコア

• HP T730

ユニコン eLuxシンクライアント:ハード
ウェア

• Microsoft Windows 7

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windowsサーバ 2016

Hosted virtual desktop OS（サーバー側）

• Citrix XenDesktop 7.15およびそれ以降の 7 .xバージョン

• VMwareホライズン 7.5およびそれ以降 7. xバージョン

ホストされた仮想デスクトップの接続ブ

ローカー

• 13.8.0以降 (32-ビットバージョンが必要)

• VMware 4.4.0以降 (32ビットバージョンが必要)

Citrix受信機または VMwareホライズンク
ライアント

2

(シンクライアントにインストールされてい
ます)

•推奨される CUCM Release 11.5 (1) SU3以降

•最小 CUCMリリース 10.5 (2)

Cisco Unified Communications Manager
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要件コンポーネント

サポートされる音声およびビデオアクセサリのリストについては、

「Unified Communications Endpoint and Client Accessories」を参照してくだ
さい。

• Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリミーティングを開始
または終了するためのアクセサリの使用、またはミーティングのミュー

トとミュート解除はサポートされていません。

•ホストが [ミーティングの終了]ボタンを使用してミーティングを終
了した場合、ミーティングは新しいホストを割り当てずに、直接終了

します

アクセサリ

2 Citrix受信機またはVMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカー向けのユーザインターフェイス
が用意されています。

(PCoIPおよび Blaster)

表 4 : HP ThinPro

要件コンポーネント

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

• 1.6 GHzデュアルコアプロセッサ

• 2 GB RAM

HP ThinPro 6.2を伴うシンクライアントを使用した、サポートされている
デバイス

• HP T520

• HP T620デュアルコア/クアドコア

• HP T630デュアルコア/クアドコア

• HP T730

HP ThinPro 6.2：ハードウェア

HP ThinPro 6.2: T7X62022HP ThinPro platformイメージ

• Microsoft Windows 7

• Microsoft Windows 10

• Microsoft Windowsサーバ 2016

Hosted virtual desktop OS（サーバー側）

• Citrix XenDesktop 7.15およびそれ以降の 7 .xバージョン

• VMwareホライズン 7.5およびそれ以降 7. xバージョン

ホストされた仮想デスクトップの接続ブ

ローカー
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要件コンポーネント

HP ThinPro 6.2の場合

HP ThinProの画像には、Citrixと VMwareが含まれています。

• ICAクライアント: 13.8.0以降 (32-ビットバージョンが必要)

• VMware 4.4.0以降 (32ビットバージョンが必要)

Citrix受信機または VMwareホライズンク
ライアント 2 3(シンクライアントにインス
トールされています)

•推奨される CUCM Release 11.5 (1) SU3以降

•最小 CUCMリリース 10.5 (2)

Cisco Unified Communications Manager

サポートされる音声およびビデオアクセサリのリストについては、

「Unified Communications Endpoint and Client Accessories」を参照してくだ
さい。

• Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリミーティングを開始
または終了するためのアクセサリの使用、またはミーティングのミュー

トとミュート解除はサポートされていません。

•ホストが [ミーティングの終了]ボタンを使用してミーティングを終
了した場合、ミーティングは新しいホストを割り当てずに、直接終了

します

アクセサリ

3 Citrix受信機またはVMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカー向けのユーザインターフェイス
が用意されています。

(pcoipおよび Blaster)

ポート要件

クライアントは、次の表に示すポートおよびプロトコルを使用します。クライアントとサーバ間にファイアウォールを

展開する場合、次のポートおよびプロトコルを許可するようにファイアウォールを設定します。

Webexミーティング仮想デスクトップアプリのクライアントインストーラーは、ファイアウォールルールを追
加しません。エンドポイントでWindowsファイアウォールを無効にするか、または例外を追加して、Webexミー
ティングの仮想デスクトップアプリを許可します。

（注）

ポートおよびプロトコル

次の表は、クライアントが使用するポートおよびプロトコルを示します。クライアントとサーバ間にファイアウォール

を展開する場合、次のポートおよびプロトコルを許可するようにファイアウォールを設定します。
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表 5 :ポートおよびプロトコル

説明トランスポート層プロトコルアプリケーション層プロトコルポート

構成

TFTPサーバに接続し、クラ
イアント設定ファイルをダウ

ンロードします。

[TCP]HTTP6970

TFTPサーバに接続し、Cisco
Unified Communications
Managerリリース 11.0以降用
のクライアントコンフィ

ギュレーションファイルを

安全にダウンロードします。

[TCP]HTTPS6972

ホスト名の解決。UDPDNS53

ローカルで有効な証明書

（LSC）を IPフォンに発行
する。このポートは、Cisco
Unified Communications
Manager Certificate Authority
Proxy Function（CAPF）登録
用のリスニングポートで

す。

TCPCAPF3804

Cisco Unified Communications
Managerへのトラフィック

HTTPS8443

コミュニケーションマネージャのシグナリング

デスクフォンの制御に使用

されるコンピュータテレ

フォニーインターフェイス

（CTI）。

TCPCTI2748

Session Initiation Protocol
（SIP）コールシグナリング
を提供する。

TCPSIP5060

SIP over TCPがセキュアな
SIPコールシグナリングを提
供する。（セキュアなSIPが
デバイスで有効な場合のみ使

用。）

TCPSIPオーバー TLS5061
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説明トランスポート層プロトコルアプリケーション層プロトコルポート

ビデオ画面共有機能のBinary
Floor Control Protocol
（BFCP）

UDPBFCP5070～ 6070

音声またはビデオメディアの変換（Voice or Video Media Exchange）

音声、ビデオ、BFCPビデオ
デスクトップ共有で使用され

る Cisco Unified
Communications Managerメ
ディアポートの範囲。

UDPRTP/SRTP16384～ 32766

Cisco Webex Meetings仮想デスクトップアプリ

会議用のCiscoWebexMeeting
に接続する。

[TCP]HTTPS443

オープンポート要件

Webexミーティング仮想デスクトップアプリクライアントをシンクライアントにインストールします。次に、[設定]、
[コミュニケーションマネージャシグナリング]、および音声またはビデオメディアの交換用のポートリストを開きま
す。

Webexミーティングの仮想デスクトップアプリケーションとエージェントをHVD上にインストールします。次に、[設
定 (Configuration)]およびWebexミーティングの仮想デスクトップアプリリストを開きます。

表 6 : VMware統合型アクセスゲートウェイポートリスト

目的接続先ポートトランスポートプロトコル方向性

ブラストエクストリーム443TCP/UDP外部ネットワーク => UAG

PCoIP4172

HTMLブラスト8443

残りの API9443TCP内部ネットワーク (管理者) =
> UAG

エッジゲートウェイ80/443[TCP]
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目的接続先ポートトランスポートプロトコル方向性

Connectionサーバ
（Connection Server）

443TCPUAG = >内部ネットワーク
(VDI)

PCoIP4172TCP/UDP

USBリダイレクト32111[TCP]

ブラストエクストリーム22443TCP/UDP

MMR/CDR9427[TCP]

DNSクエリ（DNS Query）53TCP/UDP

表 7 : Citrix Netscaler VPXポートリスト

Citrix受信機からの接続80TCP外部ネットワーク = >
NetScaler

443TCP/UDP

Citrix受信機からの接続80TCP内部ネットワーク = >
NetScaler

StoreFront Server / Citrix受信
者からの接続からの認証コー

ルバック

443TCP/UDP

NetScaler管理22[TCP]

80

443

3010

3008
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DNSクエリ（DNS Query）53TCP/UDPNetScaler = >内部ネットワー
ク (VDI)

NTP123UDP

LDAP照会389TCP

636

Citrix StoreFrontサーバー443TCP

80

808

Citrixデリバリコントローラ80TCP

443

HDX ICA1494TCP/UDP

2598

16500-16509UDP

3224-3324

サポートされるコーデック

表 8 :サポートされている音声コーデックとビデオコーデック

ビデオコーデックオーディオコーデック

H.264/AVCG.722

722.1 (24および 32k)

G.722.1は Cisco Unified Communications Manager 8.6.1以降
でサポートされます。

G.711 A-law

G.711 u-law

G.729a

Opus

Opusは Cisco Unified Communications Manager 11.0以降で
サポートされます。
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Cisco Expressway
Cisco Expresswayソリューションは、コア (Expressway-C)およびエッジ (Expressway-E)で構成されています。Expressway
Cおよび Eは、仮想プライベートネットワークを必要とせずにリモートビデオおよびモバイルクライアントとプライ
ベート通信プラットフォームとの通信を可能にします。

CUCMを使用して、CUCMに登録されているエンドポイントとは関係なく、Webexと通信するように、Expressway C
および Eを展開します。Cisco Expresswayの設定の詳細については、『Cisco Expresswayを使用したモバイルおよびリ
モートアクセス』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager (CUCM)の有効化
1. COPファイル cmterm-WebexVDI-install-181129を Cisco.comからダウンロードします。

2. ソフトウェアの場所の詳細を入力し、[次へ (Next)]をクリックします。

3. オプション/アップグレードに COPファイル名を入力します。

4. サーバを選択し、コントロールセンターで [移動 (Go)]をクリックします。次に、サービスを再起動します：Cisco
Unified CM、Cisco CTI Manager、および Cisco TFTP。
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5. デバイスモードCisco Webex VDI SVC Frameworkを使用して、ユーザ用の新しいWSFデバイスを追加しま
す。

1.

WSFデバイスを追加する手順は、CSFデバイスを追加する手順と同じです。（注）

2. このデバイスでCTIからのデバイス制御を許可するチェックボックスを選択します。

3. エンドユーザのページに CTIアクセス許可を追加します
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CUCMに接続するためのユーザーの承認
会議サイトと CUCMの資格情報の両方が暗号化され、ローカルストレージにキャッシュされます。再起動のたびに、
Webexミーティング仮想デスクトップアプリは常に、キャッシュされた資格情報が最初に試行されます。キャッシュ
された資格が無効になった場合は、認証を再実行するように求められます。

すべての設定または資格情報はHVDのみにキャッシュされ、シンクライアントにはキャッシュされません。（注）

ユーザエクスペリエンス導入

1. 電子メールを入力して、サービス検索を開始します。

2. ユーザ名とパスワードをブラウザに入力します。

3. プレミーティング UIが表示されます。

会議サイトと CUCMの両方が SSO対応になっています

1. 電子メールを入力して、サービス検出を開始します。

2. ユーザ名とパスワードをブラウザに入力します。

3. プレミーティング UIが表示されます。

4. ポップアップウィンドウに CUCMの資格情報を入力
します。

会議サイトは SSOに対応していますが、CUCMは SSO対
応ではありません
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ユーザエクスペリエンス導入

1. 電子メールを入力して、サービス検索を開始します。

2. 会議アカウントの資格情報の [ユーザ名（Username）]
と [パスワード（Password）]を入力します。

3. プレミーティング UIが表示されます。

4. 会議の資格情報と異なる場合は、CUCMの資格情報を
入力します。

会議サイトは SSO対応ではありませんが、CUCMが SSO
対応であるか、SSOが有効になっていない可能性がありま
す

Cisco Webex Meetings Virtual Desktop Appの展開とインストールの
ワークフロー

前提条件：

CUCMがインストールされていて、動作していることを確認します。

CUCMがインストールされていない場合、インストール手順の詳細について、『Cisco Unified Communications
Manager』の「インストールガイド」を参照してください。

（注）

1. 導入に影響する可能性がある制限または制限の詳細については、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリリ
リースノートを参照してください。

2. システム要件を確認して、必要なハードウェアとソフトウェアがそれらに対応していることを確認します。

すべての要件を満たしていない場合は、展開が機能しない可能性があります。（注）

3. ポート要件の確認。

4. DNSサーバで SRVレコードを設定する。管理者が DNS上に SRVレコードを設定していない場合は、コマンドラ
インでWebexミーティングをインストールして引数を設定します。詳細については、DNSサーバでの SRVレコー
ドの展開を参照してください。

5. CUCMを設定 (COPファイルをインストールし、サービスを再起動します：Cisco unified CM、Cisco CTI Manager、
Cisco TFTP、ユーザーおよびWSFデバイス追加。CUCM設定の詳細については、Cisco Unified Communications
Manager (CUCM)の有効化を参照してください。

WSFデバイスの専用ディレクトリ番号を作成します。（注）
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6. データセンターにホストされた仮想デスクトップを作成して設定します。ホストされた仮想デスクトップ (HVD)
がWebexミーティングの仮想デスクトップアプリをインストールできる状態になっていることを確認します。詳細
については、ホストされる仮想デスクトップワークフローの設定を参照してください。

7. シンクライアントを設定します。詳細については、「シンクライアント OEMから入手可能なマニュアル」を参照
してください。

8. シンクライアントとホストされる仮想デスクトップ上に、Webexミーティング仮想デスクトップアプリケーション
クライアントコンポーネントをインストールします。詳細は、コンポーネントワークフローのインストールを参照

してください。Webexミーティングの仮想デスクトップアプリエージェントおよびその他の必要なソフトウェアを
HVDにインストールした後、その HVDを複製できます。

ホストされる仮想デスクトップワークフローの設定

1. 管理者権限を使用して、新しいユーザとしてMicrosoft Windows HVDにログインします。

2. HVDを社内ドメインに加えます。

ドメイン管理者の権限が必要です。（注）

3. HVDへの Citrixまたは VMwareアクセスを設定します。

4. HVD上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールします。

Webexミーティングの仮想デスクトップアプリは、現在のリリースの英語版オペレーティングシステムをサポー
トしています。英語以外のオペレーティングシステムを使用している場合は、次のコマンドラインを使用して

Webexミーティングのデスクトップアプリをインストールします。

msiexec.exe/i ciscowebex 会議 setup .msi Clear = 1

（注）

5. HVD上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリエージェントをインストールします。

6. HVD画像を複製します。

Microsoft Windows HVDイメージのクローンを作成するためのベストプラクティスの詳細については、Citrixま
たは VMware製品のマニュアルを参照してください。

（注）

コンポーネントワークフローのインストール

1. Webexミーティングの仮想デスクトップアプリのダウンロード。
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2. Webexミーティングの仮想デスクトップアプリエージェントとクライアントをダウンロードします。

3. HVD向けWebexミーティング仮想デスクトップアプリクライアントをシンクライアントにインストールします。

Webexミーティング仮想デスクトップクライアントをシンクライアントにインストールする場合は、HVDを使
用して接続を切断します。

（注）

4. HVD上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールします。

Webexミーティングの仮想デスクトップアプリは、現在のリリースの英語版オペレーティングシステムをサポー
トしています。英語以外のオペレーティングシステムを使用している場合は、次のコマンドラインを使用して

Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールします。

msiexec.exe/i ciscowebex 会議 setup .msi Clear = 1

（注）

5. HVD上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリエージェントをインストールします。

DNSサーバでの SRVレコードの展開
クライアントは、サービスドメインでレコードのネームサーバをクエリーします。

異なるサービスドメインを使用するユーザのサブセットが組織に複数存在する場合、サービスドメインの各DNSゾー
ンに SRVレコードを導入します。

必要に応じて次の SRVレコードを作成します。

• _cisco-uds._tcp.example.com (内部 DNS上)

• _collab-edge._tls.example.com (on外部 DNS)

内部レコード

次の表では、クライアントがサービスを検出できるように、内部ネームサーバでプロビジョニング可能な SRVレコー
ドのリストを示します。

説明サービスレコード

CUCMバージョン 10以降の場所を提供します。

複数の CUCMクラスタを使用した環境では、ク
ラスタ間検索サービス（ILS）を設定する必要が
あります。ILSは、クライアントがユーザのホー
ムクラスタを検索して、サービスを検出できる

ようにします。

重要

_cisco-uds
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SRVレコードでは、完全修飾ドメイン名（FQDN）をホスト名として使用します。（注）

次に、_cisco-uds SRVレコードの例を示します。

_cisco-uds._tcp.example.com SRV service location:
priority = 1
weight = 5
port = 8443
svr hostname = cucm1.example.com

_cisco-uds._tcp.example.com SRV service location:
priority = 2
weight = 20
port = 8443
svr hostname = cucm2.example.com

外部レコード

次の表に、Expressway forMobile and Remote Accessの設定の一部として、外部ネームサーバにプロビジョニングが必要
な SRVレコードの一覧を示します。

説明サービスレコード

Cisco VCS Expresswayまたは Cisco Expressway-Eサーバー
の場所を提供します。

SRVレコードでは、完全修飾ドメイン名（FQDN）をホス
ト名として使用します。

クライアントには、CiscoVCSExpresswayまたは
Cisco Expressway-Eサーバーが提供する Cookie
を使用するために FQDNが必要です。

（注）

_collab-edge

次に、_collab-edge SRVレコードの例を示します。

_collab-edge._tls.example.com SRV service location:
priority = 3
weight = 7
port = 8443
svr hostname = vcse1.example.com

_collab-edge._tls.example.com SRV service location:
priority = 4
weight = 8
port = 8443
svr hostname = vcse2.example.com
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インストール

WindowsへのWebexミーティング仮想デスクトップアプリのインストール

手順

ステップ 1 HVD上でWebexWindowsおよびWebexミーティングの仮想デスクトップアプリエージェントをダウンロー
ドしてインストールします。

ステップ 2 Webexミーティング仮想デスクトップアプリをダウンロードしてシンクライアントにインストールします。

ステップ 3 HVDで、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリを起動します。

UbuntuへのWebexミーティング仮想デスクトップアプリのインストール

手順

ステップ 1 HVD上でWebexWindowsおよびWebexミーティングの仮想デスクトップアプリエージェントをダウンロー
ドしてインストールします。

ステップ 2 Webexミーティング仮想デスクトップアプリクライアント Debian (.pkg)パッケージをダウンロードし、
Ubuntuにインストールします。

ステップ 3 HVDで、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリを起動します。

Unicon eLux上に、Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールしま
す

手順

ステップ 1 HVD上のWebex WindowsおよびWebexミーティング仮想デスクトップアプリエージェントをダウンロー
ドします。

ステップ 2 Webexミーティングの仮想デスクトップアプリクライアントをダウンロードします。Eliasツールを使用し
て、Webexミーティング仮想デスクトップアプリクライアントを含むイメージを作成します。シンクライ
アントにイメージを展開します。イメージの作成方法またはシンクライアントの更新方法の詳細について

は、Unicon Webサイトから入手可能な「Elias」のマニュアルを参照してください。

ステップ 3 HVDで、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリを起動します。
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HPThinPro上で、Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールします

手順

ステップ 1 HVD上でWebexWindowsおよびWebexミーティングの仮想デスクトップアプリエージェントをダウンロー
ドしてインストールします。

ステップ 2 Webexミーティング仮想デスクトップアプリクライアント Debian (deb)パッケージ、および Cisco-Webex
ミーティング仮想デスクトップアプリ < xx. .x xarファイルを HPから入手します。ファイル名の < xx .x x
>変数は、Webexミーティング仮想デスクトップアプリリリース番号です。HPサイトでファイルを検索す
る方法については、HPのサポートにお問い合わせください。

ステップ 3 シンクライアント上にWebexミーティング仮想デスクトップアプリクライアントを手動でインストールす
るには、ファイルを USBスティックにコピーします。

ステップ 4 シンクライアントで、USBスティックから手動で、または大規模導入用 HPデバイスマネージャーを使用
して、次の順序でWebexミーティング Virtual Desktopアプリファイルをインストールします。インストー
ルの順序

• cisco-jvdi 12.0. x-pre-reqs-thinpro 6.2.0 (hp1d. xar)をインストールします。

• VDI. debパッケージ用の Cisco jabberソフトフォンをインストールします。

大規模導入の詳細については、HPから入手可能な HPデバイスマネージャー 4.7のマニュアルを参照して
ください。

ステップ 5 HVDで、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリを起動します。

コマンドラインからの Cisco Webex Meetings Virtual Desktop Appの
インストール

開始する前に、ローカルの管理者権限でログインします。

1. コマンドラインウィンドウを開きます。

2. 次のコマンドを入力します。

msiexec.exe/i CiscoWebexMeetingsSetup .msi

3. パラメータ =値のペアとしてコマンドライン引数を指定します。

4. msiexec.exe/i CiscoWebexMeetingsSetup. msiargument = value

5. コマンドを実行して、Webexミーティングの仮想デスクトップアプリをインストールします。

インストールコマンドの例

Webexミーティング仮想デスクトップアプリをインストールするには、次の例を確認してください。msiexec.exe/I

CiscoWebexMeetingsSetup.smi Clear=1VOICE_SERVICES_DOMAIN=Voiceservice.domein.com
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CLEAR=1 —既存のブートストラップファイルを削除します。

表 9 :認証引数

説明値引数

TFTPサーバのアドレスを指定します。
値として次のいずれかを設定します。

•ホスト名（hostname）

• IPアドレス（123.45.254.1）

• FQDN（hostname.domain.com）

Cisco Unified Communications Manager
がオーセンティケータとして設定され

ている場合に、この引数を指定しま

す。

IPアドレス

ホスト名 FQDN

TFTP

CTIサーバのアドレスを設定します。

Cisco Unified Communications Manager
がオーセンティケータとして設定され

ている場合に、この引数を指定しま

す。

IPアドレス

ホスト名 FQDN

CTI

CCMCIPサーバのアドレスを設定しま
す。

この引数を指定します。

• Cisco Unified Communications
Managerをオーセンティケータと
して設定する。

• CCMCIPサーバのアドレスがTFTP
サーバアドレスと同じではありま

せん。

クライアントは両方のアドレスが

同じであれば、TFTPサーバアド
レスでCCMCIPサーバを検索でき
ます。

IPアドレス

ホスト名 FQDN

CCMCIP
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説明値引数

この設定が指定された場合、クライア

ントはサービスディスカバリとエッジ

検出の目的で、

VOICE_SERVICES_DOMAINの値を使
用して次の DNSレコードを検索しま
す。

• _cisco-uds

• _collab-edge

この設定は任意です。指定しない場

合、DNS記録は、ユーザによるメール
アドレス入力、またはキャッシュされ

たユーザ設定から照会されます。

ドメインVOICE_SERVICES_DOMAIN

Cisco Jabber for Windowsで使用される
言語のロケール ID（LCID）を 10進数
で定義します。値は、サポートされる

言語に対応する、10進数の LCIDで
す。

たとえば、次のいずれかを指定できま

す。

• 1033は英語です

• 1036はフランス語です

指定可能な言語の完全なリストについ

ては、「言語の LCID」トピックを参
照してください。

この引数は省略可能です。

値を指定しない場合、Webex Meetings
Virtual Desktop Appは現在のユーザー
の地域の言語をデフォルトとして設定

します。

地域言語は、[コントロールパネル
（Control Panel）] > [地域および言語
（Region and Language）] > [日付、時
刻、または数字形式の変更（Change
the date, time, or number format）] >
[形式（Formats）]タブ > [形式
（Format）]ドロップダウンで設定し
ます。

10進数の LCIDLANGUAGE
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Cisco Webex Meetings Virtual Desktop Appの開始
HVDでWebexミーティングの仮想デスクトップアプリを開始します。次に、シンクライアント上の HVDおよびクラ
イアントが自動的に起動します。
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